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全国スキーマラソン大会2003

3月2日　鏡ケ成周辺で、全国スキーマラソン

大会が開かれました。

当日はすぼらしい天候で、自然観察とクイズ

ラリーに参加されたかたは、雪原の中、大山の

大自然を満喫されました。



特　集

今
日
ま＝
江
府
町
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
＝

合
併
問
題
に
つ
い
て
、
昨
年
六
月
に
各
小
学
校
区
ご
と
の
住
民
説
明
会
を
行
い
、
出
席
者
と
意

見
交
換
し
、
更
に
七
月
に
合
併
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

八
月
に
は
、
そ
の
調
査
報
告
を
冊
子
に
ま
と
め
、
住
民
の
皆
様
に
配
布
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
合
併
に
関
す
る
様
々
な
協
議
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
非
常
に
微
妙
な
問
題
で

も
あ
り
住
民
の
皆
様
に
は
、
合
併
の
動
向
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
十
一
月
か
ら
本
年
三
月
ま
で
の
動
向
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
の
意
向
と
し
て
は
、
住
民
意

識
調
査
を
ふ
ま
え
て
、
日
野
郡
四

町
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
広
域
合

併
を
進
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

議
会
で
の
合
併
特
別
委
員
会
に
お

い
て
も
、
論
議
を
か
さ
ね
、
各
関

係
市
町
村
に
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。

」

そ
し
て
、
昨
年
十
一
月
六
日
、

日
野
町
役
場
に
お
い
て
、
日
野
郡

内
四
町
が
集
ま
り
、
合
併
に
関
す

る
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
、
出
席
し
た
の
は
、
四

町
の
町
長
、
議
長
、
副
議
長
、
議

会
の
合
併
特
別
委
員
会
委
員
長
、

副
委
員
長
、
助
役
、
総
務
課
長
、

担
当
の
計
八
人
で
す
。

そ
の
時
の
主
な
論
議
の
内
容
は
、

溝
口
町
が
日
野
郡
が
ま
と
ま
っ
て

と
い
う
合
併
に
は
難
色
を
示
し
て

い
る
点
で
し
た
。

顔
が
み
え
る
範
囲
虹
が

ベ
ス
ト

そ
の
理
由
は
　
「
住
民
の
顔
が
み

え
る
範
囲
、
住
民
の
声
が
届
く
範

囲
が
適
切
で
は
な
い
か
、
米
子
市

な
ど
と
の
広
域
合
併
は
中
心
地
ば

L

◎

か
り
が
発
展
す
る
の
で
は
な
い
か

と
の
不
安
が
あ
る
か
ら
で
す
。
」

と
合
併
の
枠
組
み
と
し
て
つ
な
が

り
の
深
い
隣
町
　
（
岸
本
町
）
　
と
の

合
併
を
視
野
に
入
れ
る
と
と
も
に
、

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

広
域
合
併
に
は
踏
み
切
れ
な
い
と

の
考
え
で
し
た
。

他
町
の
合
併
に
対
す
る
考
え
方
は
、

日
南
町
は
、
西
部
十
四
市
町
村
で

の
広
域
合
併
。
日
野
町
は
、
歴
史
的
、

文
化
的
に
つ
な
が
り
の
深
い
日
野

郡
四
町
。
そ
し
て
、
江
府
町
は
住
民
意
識

調
査
を
も
と
に
前
述
し
た
と
お
り

ま
ず
、
日
野
郡
四
町
が
ま
と
ま
っ

て
　
「
広
域
合
併
」
　
を
目
指
し
た
い

と
の
考
え
で
し
た
。

溝
口
町
の
動
向
が
微
妙
な
た
め
、



間　どこと合併するのが望ましいと思いますか？　　問合併することをどう思われますか？

無

回無

日
野
都
四
町
の
足
並
み
が
そ
ろ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
岸
本
町
ど
の
合
併
を

最
優
先
濫
」
と

主
張
変
え
ぬ
溝
げ
町

十
二
月
六
日
に
は
第
∴
回
目
の

郡
内
四
町
の
意
見
交
換
会
が
溝
口

町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

口
南
町
長
の
進
行
で
会
議
が
進

み
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
も
、
溝
H
町
の
動

向
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

満
目
町
は
　
「
岸
本
町
と
の
合
併

を
最
優
先
す
る
姿
勢
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
米
子
市
な
ど
を
含

む
広
域
合
併
に
つ
い
て
は
、
現
段

階
で
は
、
話
し
合
っ
て
い
ま
せ

ん
。
」
　
と
の
こ
と
。

「
邸
内
三
晰
雫
合
併
の

任
意
協
議
会
彦
〓
‥
」

と
日
野
町

日
野
町
は
　
「
溝
口
町
が
そ
の
よ

う
な
姿
勢
で
あ
る
な
ら
、
日
野
町

が
望
む
郡
内
門
町
の
合
併
は
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
広
域

合
併
な
ど
も
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
郡
内
三

町
で
合
併
の
任
意
協
議
会
を
立
ち

上
げ
れ
ば
ど
う
か
？
」

と
日
南
晰

日
南
町
は
　
「
中
途
半
端
な
合
併

に
は
意
味
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
い
う
の
も
、
日
南
町
自
体
が
こ

れ
ま
で
に
町
内
で
の
合
併
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
従
っ
て
、
合
併
を

考
え
る
な
ら
ば
、
広
域
合
併
を
望

み
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
三
町
合

併
は
視
野
に
な
く
単
独
で
い
か
ざ

る
を
得
な
い
。
十
一
一
日
卜
．
一
日
に

‖
治
会
長
会
を
開
催
し
て
、
合
併

の
経
過
及
び
意
見
を
聞
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
」
　
と
。

「
ま
ず
日
野

ま
っ
て
広
域
合と
江
府
町

江
府
町
は
、
「
従
来
よ
り
日
野

郡
が
ま
と
ま
っ
て
広
域
合
併
に
向

か
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

全
体
的
に
溝
口
町
の
動
向
が
話

題
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
溝
口

町
の
意
見
は
　
「
広
域
合
併
を
目
指

し
て
お
ら
れ
る
江
府
町
、
日
南
町
は
、

私
ど
も
溝
口
町
の
動
向
以
上
に
境

港
市
、
淀
江
町
の
動
向
の
ほ
う
が

大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ

ま
り
、
境
港
市
・
淀
江
町
が
仮
り

に
米
子
市
と
の
合
併
を
視
野
に
入

れ
る
と
す
れ
ば
、
ま
た
、
合
併
の

枠
組
み
も
変
化
す
る
可
能
性
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
」
　
と
。
複
雑
な

合
併
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
意

見
が
で
て
い
ま
し
た
。

「
溝
口
町
に
日
野
郡
の

枠
組
み
へ
」
と
要
請
へ

日
南
・
日
野
・
江
府
町
長

郡
内
の
合
併
に
つ
い
て
、
な
か

な
か
ま
と
ま
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
て
、

満
目
町
を
の
ぞ
く
三
町
の
町
長
は

十
二
月
十
九
日
に
日
南
町
役
場
に

集
ま
り
、
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
溝
口
町
に
対
し
て
◎



と
に
か
く
日
野
郡
と
い
う
合
併
の

枠
組
み
に
入
る
よ
う
に
要
請
し
よ

う
と
の
意
見
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
、
こ
の
同
日
に
、
境

港
市
で
は
、
単
独
　
（
ど
こ
の
市
町

村
と
も
合
併
は
し
な
い
こ
と
）
　
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

十
二
月
末
の
年
の
瀬
に
、
郡
内

三
町
の
町
長
が
溝
口
町
に
赴
き
、

再
び
日
野
郡
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て

合
併
を
す
る
よ
う
に
要
請
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
溝
口
町
は
、
現
段
階

で
は
岸
本
町
と
の
合
併
を
最
優
先

す
る
姿
勢
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

県
F
の
市
町
村
が
次
々
と
合
併

へ
の
方
向
性
が
決
ま
っ
て
い
く
な

か
で
、
日
野
郡
内
が
な
か
な
か
決

定
で
き
な
い
理
由
は
、
急
速
に
進

む
人
口
減
少
や
基
幹
産
業
で
あ
っ

た
農
林
業
を
取
り
ま
く
複
雑
な
社

会
情
勢
が
あ
る
こ
と
も
大
き
な
要

因
で
す
。

溝
口
巾
と
岸
本
町
合
併
決
定

江
府
町
は
三
町
（
日
南
町
・
日
野
町
・
江
府
町
）

合
併
の
方
向
、
全
会
一
致
で
決
定
し
三
町
の

意
見
交
換
会
に
望
ん
だ
が
・
…
‥
。

会
議
は
、
江
府
町
・
日
野
町
が

三
町
合
併
の
方
向
性
を
出
し
ま
し

た
が
、
今
度
は
、
日
南
町
が
二
月

二
十
五
日
ま
で
に
町
民
の
意
見
を

募
集
中
で
あ
り
、
そ
の
意
見
を
尊

重
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
二
町
合

併
へ
の
態
度
を
保
留
し
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

前
に
進
ま
な
い
の
で
、
三
町
で
一

定
の
ル
ー
ル
の
も
と
で
将
来
の
財

政
推
計
を
つ
く
り
、
検
討
す
る
こ

と
を
約
束
し
ま
し
た
。

そ
し
て
日
南
町
は
二
月
二
十
八
日
、

町
民
の
意
見
を
ま
と
め
て
合
併
特

別
委
員
会
で
方
針
を
打
ち
出
し
た

い
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

ノ
ノ
義
盛
腰
済
澄
賢

別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
日

南
町
で
の
合
併
特
別
委
員
会
の
動

向
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

一
方
、
本
町
の
合
併
特
別
委
員

会
は
午
前
九
時
半
か
ら
開
催
さ
れ

最
初
に
、
一
▲
月
二
十
一
日
の
三
町

意
見
交
換
会
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
町
財
政
担
当
で
地

⑳

方
交
付
税
等
の
算
定
根
拠
を
統
▲

し
た
財
政
推
計
に
つ
い
て
、
説
明
し
、

そ
の
資
料
を
も
と
に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
南
町
の
合
併
特
別

委
員
会
で
H
南
町
長
は
、
現
状
維
持
、

つ
ま
り
町
単
独
の
道
を
選
び
、
H

野
町
は
江
府
町
と
の
合
併
を
進
め

た
い
と
の
意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
一
月
十
三
日
、
岸
本

町
と
溝
口
町
が
合
併
す
る
と
の
方

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
二
月

二
十
一
日
に
郡
内
三
町
　
（
日
南
町
・

日
野
町
・
江
府
町
）
　
が
集
ま
っ
て

の
合
併
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

江
府
町
と
し
て
は
、
二
月
十
九
日
、

第
十
三
回
と
な
る
合
併
特
別
委
員

会
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
三
町

合
併
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
こ
の

意
見
交
換
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

日
南
町
は
現
濫
粁
持

－
‥
日
　
日
■
　
・
■
∴
．

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
よ
う
な
澄

み
わ
た
っ
た
青
空
と
な
っ
た
二
月

二
十
八
日
、
日
南
町
・
日
野
町
・

江
府
町
の
三
町
で
一
斉
に
合
併
持

▲合併問題について説明する福田町長（米沢小）



江
府
町
の
選
ぶ
道
は

「
日
野
町
と
の
合
併
か
」
　
「
単
独
か
」

十
分
な
検
討
が
必
要

三
月
三
日
、
本
町
で
は
第
十
四

回
目
と
な
る
合
併
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
日
南
町
が
単
独
を
宣
言

し
た
こ
と
か
ら
、
お
の
ず
か
ら
、

日
野
町
と
の
合
併
に
つ
い
て
、
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
　
「
と
に
か
く
、
口
野

町
と
様
々
な
面
で
比
較
検
討
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
」
　
と
の

意
見
が
あ
り
、
二
町
で
の
合
併
勉

強
会
を
行
っ
て
み
よ
う
と
の
意
見

が
大
半
を
占
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
次
の
日
、
二
月
E
H

町
議
会
が
日
野
町
に
赴
き
、
勉
強

会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
の
意
向
を

伝
え
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
、
淀

江
町
が
米
子
市
と
の
合
併
を
表
明
。

従
来
よ
り
単
独
路
線
を
出
し
て
い

た
日
吉
津
村
も
米
子
市
と
の
合
併

の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

さ
て
、
江
府
町
の
選
ぶ
道
は
、

「
日
野
町
と
の
合
併
か
」
　
「
単
独

で
い
く
の
か
」

今
後
、
日
野
町
と
の
合
併
勉
強

会
を
ふ
ま
え
て
、
結
論
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町制50周年記念イベント

N
H
K
ラ
ジ
オ
全
国
放
送

9
月
1
2
日
（
金
）
町
民
総
合
体
育
館

『
ふ
る
さ
と
自
慢
・
う
た
自
慢
』
開
催
決
定
日
‥

《
番
組
内
容
》

◎
第
一
部

有
名
歌
手
二
人
が
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
地
元
出
場
者
が

一
人
ず
つ
ふ
る
さ
と
の
特
産
品
や
観
光
名
所
な
ど
を
紹
介
し
た
あ
と
、
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
り
自

慢
う
た
を
披
露
し
て
も
ら
う
番
組
で
す
。

◎
第
二
部

有
名
歌
手
二
人
に
よ
る
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
す
。

◎

腰
轡

司　会

森下和裁アナウンサー

＊
そ
の
他

・
有
名
歌
手
の
決
定
は
七
月
「
」
ろ
で
す
。

・
観
覧
者
・
入
場
者
の
募
集
に
つ
い
て
は
、
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。



守、十十十喜十・予・Jヾ十

日野郡4町（日南・日野・江府・溝口）の広域で、男女共同参画社会の実現を目指そうと、2月

22日、日野郡男女共同参画連絡会の設立総会が、日野町農業構造改善センターで開かれました。

県
内
で
も
初
め
て

広
域
で
取
り
組
む

広
域
で
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
目
指
そ
う
と
、
二
月
二
十

二
日
、
日
野
郡
男
女
共
同
参
画
連

絡
会
設
立
総
会
が
、
日
野
町
農
業

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。
連
絡
会
は
、
日
野
郡
内
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
県
、
町
、
各
種
団
体
な

ど
が
協
力
し
合
い
、
明
る
い
地
域

づ
く
り
や
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く

り
の
普
及
活
動
を
し
よ
う
と
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
設
立
総
会
に
合
わ
せ
、

記
念
講
演
や
片
山
知
事
と
船
橋
邦

子
さ
ん
と
の
座
談
会
、
郡
内
で
活

動
し
て
い
る
各
種
団
体
の
活
動
を

紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展
示
、
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
よ
り
ん
彩
」

に
よ
る
移
動
相
談
、
情
報
資
料
室

な
ど
の
一
日
移
動
セ
ン
タ
ー
も
開

か
れ
、
約
一
七
〇
人
が
会
場
を
訪

れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

町
の
枠
を
越
え
、
広
域
で
男
女

共
同
参
画
を
推
進
す
る
連
絡
会
は
、

県
内
で
も
初
め
て
の
取
り
組
み
で
、

今
後
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

情
報
交
換
を
し
て

広
域
に
活
動
し
ま
す

連
絡
会
は
、
男
女
共
同
参
画
施

策
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
交
換
し
、

相
互
の
連
帯
を
強
化
。
広
域
的
な

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
普
及
啓
発
活
動
　
（
広
報
紙

0

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
町
や
周
辺
地
域
の
推
進
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
り
、

一
人
で
も
多
く
の
女
性
の
自
信
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

単
町
で
の
取
り
組
み
に
は
、
限
界
や
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
、
広
域
的
な
連
絡
会
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と

一
緒
に
取
り
組
み
、
日
野
郡
か
ら
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

‰　　　　　　　甲　珊

ACTこうふ

代表　川端一美さん（江府呵）

の
発
行
な
ど
）
　
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
研
修
会
や
住
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
参
加
し
て
も
ら
お

う
と
講
演
会
も
開
く
予
定
に
し
て

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は

ど
の
よ
う
な
団
体
が

連
絡
会
は
、
地
域
づ
く
り
・
人

権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
を
目
指
す

各
種
団
体
を
中
心
に
、
日
野
郡
四

町
の
男
女
共
同
参
画
関
係
課
、
鳥

取
県
日
野
総
合
事
務
所
、
鳥
取
西

部
農
協
、
日
野
郡
広
域
商
工
協
議

会
で
構
成
。
日
野
総
合
事
務
所
県

民
局
に
事
務
局
が
置
か
れ
ま
す
。

設
立
総
会
で
、
会
長
に
は
佐
々

木
周
子
さ
ん
　
（
日
野
町
）
、
副
会

長
に
は
山
川
玲
子
さ
ん
　
（
日
南
町
）

に
決
ま
り
ま
し
た
。

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け

自
分
た
ち
の
手
作
り
で

男
女
共
同
参
画
推
進
へ
の
活
動
は
、

各
町
で
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
十
三
年
の
十
月
、
日
野

総
合
事
務
所
が
呼
び
掛
け
、
郡
内

の
取
り
組
み
を
話
し
合
う
意
見
交

換
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
十
四
年
一
月
に
は
、

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
よ

り
ん
彩
」
　
を
訪
問
し
、
合
同
研
修

会
を
開
く
な
ど
郡
内
の
連
携
が
図

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

翌
月
に
は
連
絡
協
議
会
が
開
か
れ
、

情
報
の
共
有
化
と
お
互
い
の
連
帯

を
強
め
、
広
域
で
考
え
て
い
こ
う
と
、

こ
の
連
絡
会
の
立
ち
上
げ
が
提
案



さ
れ
ま
し
た
。

一
年
と
い
う
長
い
時
間
を
か
け

「
連
絡
会
は
手
作
り
で
内
容
の
あ

る
も
の
に
」
　
と
、
数
回
に
わ
た
り

打
合
せ
会
　
（
各
種
団
体
・
行
政
が

参
加
）
　
が
開
か
れ
、
活
動
日
的
や

事
業
内
容
な
ど
を
話
し
合
い
、
設

立
の
準
備
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

男
女
共
同

参
画
社
会
と
は

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
　
「
男

女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

し
て
、
自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活

動
に
参
加
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、

男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
共
に
責
任
を
担

う
べ
き
社
会
」
　
で
、
お
互
い
が
支

え
合
い
、
女
性
と
男
性
の
平
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
築
き
し
げ

る
調
和
の
と
れ
た
社
会
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
状
況

日
野
郡
円
町
も
そ
れ
ぞ
れ
が
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
目

指
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

日
南
町
で
は
十
四
年
末
、
∴
十

七
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
　
「
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」

を
発
足
し
、
計
画
策
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
レ

デ
ィ
ー
ス
日
南
な
ど
の
団
体
も
そ

れ
ぞ
れ
独
白
に
研
修
会
な
ど
を
開
き
、

活
発
的
な
意
見
交
換
を
と
お
し
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
へ
の
理
解
を

日
ご
ろ
学
習
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、
意
見
や
情
報
を
交
換
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
す
ぼ
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
気
軽
に
話

し
合
え
、
お
互
い
に
学
べ
る
有
意
義
な
連
絡
会
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。

レディース日南

会長　山田玲子さん（日南呵）

深
め
て
い
ま
す
。

日
野
町
で
は
、
町
男
女
共
同
参

画
推
進
会
議
ら
男
女
共
同
参
画
社

会
を
目
指
す
有
志
で
活
動
し
て
い

ま
す
。男
女
が
共
に
自
立
し
て
い
こ
う

と
　
「
日
野
町
女
性
の
集
い
」
　
や
講

演
会
、
映
画
会
な
ど
計
画
か
ら
実

施
ま
で
手
作
り
で
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
推
進

会
議
員
の
知
識
や
交
流
を
深
め
よ

う
と
県
内
外
の
研
修
会
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

江
府
町
で
は
、
A
C
T
こ
う
ふ

な
ど
の
各
団
体
が
中
心
と
な
り
活

動
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
A
C
T

こ
う
ふ
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
駅

の
清
掃
活
動
を
始
め
、
そ
の
輪
を

住
民
に
広
げ
た
り
、
昨
年
ヒ
H
に

は
　
「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
ト
ー
ク
」
　
と

題
し
て
人
権
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
き
ま
し
た
。
当
日
の
分
科
会
で
は
、

男
女
共
同
参
画
に
お
け
る
問
題
点

を
四
つ
に
し
ぼ
り
、
活
発
な
意
見

の
交
換
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

溝
口
町
で
は
、
昨
年
ヒ
円
、
男

女
共
同
参
画
計
画
策
定
委
員
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
商

工
会
や
町
内
企
業
な
ど
の
各
団
体

の
代
表
者
や
、
一
般
公
募
し
た
十

二
人
　
（
男
性
五
人
、
女
性
七
人
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

白光女性会

会長　伊藤明美さん（溝口呵）

他
町
の
取
り
組
み
状
況
や
姿
勢
、
組
織
づ
く
り
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学

ベ
る
の
で
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。

積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

住
民
意
向
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
も
と
に
し
て
、
平
成
十
五

年
度
中
に
、
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が

輝
け
る
社
会
に

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
輝

け
る
社
会
を
目
指
し
、
家
庭
・
地

域
・
職
場
で
男
女
共
同
参
画
を
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
－

家
族
み
ん
な
が
家
事
、
子
育
て
、

介
護
や
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参

画
し
、
喜
び
も
苦
労
も
分
か
ち
合
い
、

家
族
み
ん
な
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

個
性
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
み
ん
な
が
家
族
の
▲

員
と
し
て
責
任
を
持
ち
、
お
互
い

こ
れ
を
機
に
交
流
の
輪
を
広
げ
、

ま
ず
は
勉
強
か
ら
で
す
。

の
人
権
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
は
－

地
域
に
残
る
固
定
的
な
性
別
観

に
基
づ
く
占
い
習
慣
や
し
き
た
り

を
見
直
し
た
り
、
地
域
団
体
の
役

割
分
担
を
男
女
共
同
型
に
改
め
、

男
女
が
対
等
な
立
場
で
地
域
活
動

の
責
任
を
分
か
ち
合
え
る
地
域
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

職
場
で
は
－

雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等
を
進
め
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
性
的
な
嫌
が
ら
せ
の
こ
と
）
　
の

な
い
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

．
‥


